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児児童童がが揮揮毫毫ししたた橋橋名名板板をを製製作作‥‥そそししてて現現地地でで取取付付！！！！ 
津津付付ダダムム付付替替国国道道３３９９７７号号  橋橋梁梁上上部部工工工工事事でで  

世世田田米米小小学学校校児児童童をを招招待待ししてて橋橋名名板板取取付付セセレレモモニニーーをを開開催催ししままししたた  
沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター 

津付ダム建設事務所 

  

当事務所では、平成 19 年度から津付ダム建設に伴う国道 397 号の付替道路の工事を進めており、

工事区間内では3つの橋梁と3つのトンネルを建設しています。 

それぞれの構造物には、橋名板・トンネル銘板という構造物の名称などを記した銘板が設置されます。 

この銘板の揮毫を地元の小中学校の児童・生徒の皆さんにお願いし、揮毫した原稿を基に銘板を製作

しました。 

今回、一ノ渡大橋と落合大橋に取り付けるにあたり、揮毫した住田町立世田米小学校の児童を現場に招

待し、橋名板取付セレモニーを行いました（上部工工事の完成に合わせ、7月と10月に２回実施）。 

セレモニーでは、出来上がった橋名板（鋳物製）を児童が掲げながら橋梁上で記念撮影をし、その後橋

名板を児童の手で橋梁に取付けました。 

参加した児童は、「新しい道路を通って買

い物に行くのが楽しみ」、「自分の書いたも

のが町内に残るのはうれしい」など、うれ

しさを実感している様子でした。 

今後、子飼沢橋は同小学校の児童、中井

トンネル、津付トンネル及び子飼沢トンネ

ルは、住田町立世田米中学校の生徒に揮毫

をお願いする予定です。 

   

津付道路 概要図

子飼沢橋
（３号橋）

子飼沢トンネル
（３号トンネル）

一ノ渡大橋 
（1号橋）

落合大橋 
（2号橋） 

中井トンネル
（1号トンネル）

津付トンネル 
（2号トンネル）

L=140m

L=901m

L=32.5m

L=423m

L=224m 

L=153m 

津付ダム

一ノ渡大橋 （平成 24 年 10月２日） 落合大橋 （平成 24年７月 19 日）

津付ダム建設事務所 TEL：0192-22-8182 

津付ダム建設事務所のHP http://www.pref.iwate.jp/~hp4580/     

津付ダム付替国道（津付道路）HP 

            http://www.pref.iwate.jp/~hp4580/tuduki-road/ 
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大船渡土木センター 

都市計画課 
 

９月２６日、県では、陸前高田市が高田地区・今泉地区で先行実施する復興土地区画

整理事業を、県内で初めて事業認可し、陸前高田市役所内で事業認可書を若林県土整備

部長から戸羽陸前高田市長へ手渡しました。 

 

県内においては、沿岸 12 市町村のうち、７市町村 19 地区（平成 24 年 9 月末現在）

で復興土地区画整理事業を予定しており、他の 17 地区についても、今後の都市計画決

定、事業認可に向けて県と市町村で協議を進めています。 

 

 高田地区の事業概要 今泉地区の事業概要 

事業の名称 
陸前高田都市計画事業 

高田地区土地区画整理事業 

陸前高田都市計画事業 

今泉地区土地区画整理事業 

施 行 面 積 約 14.0ha 約 41.6ha 

総 事 業 費 約 60.2 億円 約 198.7 億円 

施 行 期 間 H24.9.26～H28.3.31 H24.9.26～H30.3.31 

主 な 経 緯 

H24.02.08 被災市街地復興推進地域都市計画決定 

H24.020.8 土地区画整理事業都市計画決定 

H24.09.26 事業計画において定める「設計の概要」についての認可 

      （事業認可） 

 

県内第１号！ 復興土地区画整理事業を認可！！ 

戸羽太陸前高田市長（右から２人目）と認可書を 
手交する若林県土整備部長 

奇跡の一本松 
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                          県北広域振興局土木部  
                          道  路 建 設 課  
 

一般県道侍浜夏井線は、久慈市侍浜町から夏井町を結び、国道４５号の代替機能を有す

る路線で、沿線には国家石油備蓄基地があり、有事の際の避難防災道路としての役割を持

つほか、本波漁港から水揚げされる海産物の物流道路としての機能も担っています。  

久慈市本波地区における現道は、幅員狭小、急カーブ、急勾配などにより、車両のすれ

違いも困難な状態のため、新たに橋梁を含むバイパス区間の整備を平成１６年度から進め

てきました。  

東日本大震災津波後は、水 産業等の 復興を支 援する災害に強く信頼性の高い道路ネット

ワークの構築を図るため、復興関連 道路に位 置付け、安全な２車線道路の確保を早期に行

うことを目指して前倒しで工事を行ってきました。  
 

今回、平成２４年９月３０日（日）午後１時に全線開通し、すれ違い困難の解消等によ

る円滑な通行の確保が図られることになりました。  

また、当日は開通に先立ち、関係者約８０人と地域住民が見守る中、記念式典を本波大

橋付近にて開催し、開通を祝いました。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【【復復興興関関連連道道路路】】一一般般県県道道   侍侍浜浜夏夏井井線線   本本波波地地区区がが開開通通！！ 

○ 計 画 延 長  

 L = 2 Km（ う ち 本 波 大 橋 121ｍ ）  

○ 代 表 幅 員  

 W = 7.0（ 車 道 5.5） ｍ  

○ 総 事 業 費  

 C = 約 15 億 5 千 万 円  

 （ 地 方 特 定 道 路 整 備 事 業 ）  

○ 事 業 期 間  

 平 成 16 年 度 ～ 平 成 25 年 度 予 定  

事業概要  

現 道 の 状 況  

一般県道侍浜夏井線  

久慈市本波地区  

開 通 式 テ ー プ カ ッ ト  

今 回 供 用 区 間 （ 本 波 大 橋 ）  渡 り 初 め  

開 通 パ レ ー ド  

差し替えた地図は、別ページを御覧ください 



今回供用 L≒670ｍ

H21供用済 L≒700ｍ

H22供用済 L≒630ｍ
本波大橋
L=121m

本波地区
L≒2,000m

（令和６年作成）当時の地図とは異なります
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橋橋のの定定期期点点検検のの実実施施ににつついいてて  

  

  

【【橋橋のの現現状状】】 
岩手県が管理する橋(2,704 橋)のうち、建設後 50 年以上を経過した橋は、2011 年度は

371橋(14%)ですが、2031年度には1,646 橋(61%)になると予測されています。  
  
  
  
  
  
  
  
  

岩手県においても、橋の老朽化に伴い、様々な損傷が確認されています。 

  
【【橋橋のの損損傷傷状状況況】】 
1巡目に点検した橋(2,704 橋)のうち、補修が必要な橋は約39％であり、計画的に橋の補修を

進めています。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
【【橋橋のの点点検検目目的的】】  
橋の点検は、道路利用者の安全・安心を確保するため損傷の早期発見と処置を行うとともに、橋

の効率的な維持管理（予防保全型維持管理）を行うために必要な情報の蓄積を目的としています。 

   
【【橋橋のの点点検検内内容容】】  
橋の修繕計画に基づき、5 年に 1

回点検することとしています。1 巡

目の点検が終了し、平成 22 年度か

ら 2 巡目の点検を実施しています。 

専用点検車等を使用し、可能な限

り部材に接近して、目視点検を行う

ことしています。 

 

941橋
 35%

103橋
 4%

1660橋
61%

健全度区分 A

健全度区分 C

健全度区分 E

～～  取取組組事事例例のの紹紹介介  ～～  
道 路 環 境 課

はしごによる点検 専用点検車による点検 

橋
の
高
齢
化
が
進
む
と 

路面陥没 

 

C:修繕が必要 
損傷が相当程度進行しており、概ね5ヶ年以内に修繕

することにより、長寿命化及びコスト縮減を図ること

が可能な状態 

 

A:修繕が当面不要 

E:早期に対策が必要 
損傷が著しく、あるいは第三者への影響が懸念される

状態であり、早期に修繕すべき状態 

 

 








